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A．研究目的 

HIV のみならず梅毒をはじめとする性感染症

の流行が確認されており、とりわけ梅毒は 20 代

の男女に増加していることが示されている。しか

し、性的に活発な若年層の HIV や性感染症の検

査受検率などに関する情報は十分にない。本研究

の目的は、若年層に HIV 抗体検査や性感染症の

検査勧奨を行うにあたり、知識・意識・行動に関

する行動疫学調査を行い、実態を明らかにするこ

とである。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
B．研究方法 
実施手順：大阪と仙台のナイトクラブそれぞれ

1 店舗を研究フィールドとして、18 歳以上の男女 
を対象に無記名自記式質問票による行動疫学調

査を実施した。実施時期は、大阪は 2020 年 9 月

および 2021 年 3 月、仙台は 2020 年 10 月であ

り、調査実施時間のコアタイムは 22 時～2 時ま

でとした。調査員がクラブ店頭で来場客をリクル

ート（調査参加への声掛け）、研究参加に関心を持

った者に発光看板等に示した QR コードを各自

のスマートフォンで読み取るよう促し、オンライ

ンアンケートの研究参加を得た（回答所要時間は

研究要旨 
大阪と仙台の夜の繁華街に集う若者を対象に、HIV/STI 知識・意識や過去 6 か月月間の性行動、これ

までの HIV 抗体検査や梅毒検査の受検行動、新型コロナウイルスに関する質問票による行動疫学調査を

実施した。研究実施協力を得ることが出来たクラブ店舗の店頭で来場者を研究参加にリクルートし、各

自のスマートフォンで QR コードを読み込み、無記名自記式質問票調査を Web で回答する仕組みとした

（調査実施期間は 2020 年 9 月～2021 年 3 月）。531 件の回答があり、有効回答数は 501 件（有効回収

率 94.3％）であった。平均年齢は 24.6 歳（18-46 歳）であり、恋愛対象の性別は、男性の 92.3％は女性、

女性の 87.1％が男性と答えた。主な知見は以下の通りである。 
・HIV/STI 知識項目のうち女性だけに尋ねた項目がある。「HIV 検査では、内診（婦人科や産婦人科での

膣の診察）がある」の正答率は 15.4％であり、圧倒的多数が HIV 抗体検査のありようそのものを誤解

していることがわかった。男性だけに尋ねた「HIV 検査では、ペニスの診察がある」の正答率は 31.4％
であり、女性の内診同様に検査に関する基礎的な知識の浸透が圧倒的に不足していると示唆された。 

・過去 6 か月間のセックス経験ありの比率は 75.8％（男性 77.8％、女性 73.8％）であり、そのうち約 6
割は複数のパートナーを有していた。 

・過去 6 か月間の膣性交でのコンドーム常時使用割合は男性で 47.6％、女性で 38.6％であった。 
・HIV 抗体検査の生涯経験は男性 13.4％、女性 12.5％であった。 
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5 分程度）。回答終了者には謝品としてクラブ店内

で当日使用可能なドリンクチケット（700 円相当）

を 1 枚手渡した。 
質問票構成内容：基本属性（年齢、性別、恋愛対

象となる性別）、クラブ利用目的、HIV/STI 一般

知識、HIV 抗体検査・梅毒検査受検歴、過去 6 ヶ

月間の性行動（セックス人数、相手の種別、コン

ドーム使用状況）、STI 既往歴、新型コロナウイル

ス流行に関する項目等とした。質問項目は先行研

究および 20 代若者男女のヒアリングを経て内容

を決定した。 
 

（倫理面への配慮） 
質問票サイトは Secure Socket Layer（SSL）

によって保護され、回答データが暗号化されてサ

ーバへ送信する仕組みとし、情報漏洩を防ぐ手立

てとした。研究参加者をクラブ店頭でリクルート

する際は、ポスターや口頭での説明と共にあくま

でも任意の参加であることを伝えた。また、質問

票サイトにアクセスすると研究目的や質問項目、

データの取扱、プライバシー保護、研究実施者等

について文字で説明し、同意を得た場合のみ回答

画面へ遷移する手続きとした。また、回答途中で

も回答を取りやめることが出来る旨を明示し、研

究問い合わせ先も画面で示した。なお、宝塚大学

看護学部研究倫理委員会による研究計画の審査

および承認のうえ研究を実施した。 
 

C．研究結果 
研究参加者 
回収数 531 件の回答があり、総質問項目数の 8

割を回答していないケースと複数回の回答は重

複とみなして分析から除外、有効回答数は 501 件

であった（有効回収率 94.3％）。 
男性 261 人、女性 240 人であり平均年齢は 24.6

歳（18-46 歳）であった。居住地は全体の 8 割が

大阪を占めた。最終学歴は大学在学中・卒業が

37.9％、大学院在学中・修了が 11.4％であった。

常勤（正規雇用）は男性の 54.0％、女性の 43.8％
であり、学生は男性の 16.1％、女性の 21.7％であ

った。恋愛対象は男性の 92.3％が女性、5.7％が男

性、男女両方は 1.1％、女性の 87.1％が男性、5.4％

が女性、男女両方が 6.3％であった（表 1）。 
回答者全体のクラブ利用目的は、音楽を楽しむ

ため（69.7％）、ダンスを楽しむため（36.3％）、

お酒を楽しみたいから（33.5％）、友達や仲間と会

うため（27.1％）、ストレス解消のため（26.5％）

であった（表 1）。 
 

HIV/STI 知識 
「性感染症にかかっているとHIVに感染しやす

い」の正答率は男性で 41.4％、女性で 29.2％であ

った。「性感染症に感染しても症状が出ないこと

がある」は男性で 42.5％、女性で 39.6％の正答率

であった。「その日のうちに結果がわかる HIV 検

査がある」の情報の浸透率は男性で 30.7％、女性

で 23.3％と女性への情報が届いていない傾向に

あった。「献血をした人の血液から HIV が見つか

った場合、本人に感染が知らされると思う」では、

男性 22.6％、女性 17.1％であった。これら前述の

知識項目では、正答率と年齢階級（22 歳以下、23
～29 歳、30 歳以上）に関連はなかった（表 2）。 
女性だけに尋ねた項目である「HIV 検査では、

内診（婦人科や産婦人科での膣の診察）がある」

の正答率は 15.4％であり、血液検査で済むことを

知らずに圧倒的多数が誤解していることがわか

り、この結果は過年度の調査結果とほぼ同様であ

る。また、年齢階級と有意であり、22 歳以下の正

答率は 16.2％、23～29 歳では 28.8％、30 歳以上

では 2 割以下であった。男性のみに尋ねた項目と

して「HIV 検査では、ペニスの診察がある」の正

答率は 31.4％、年齢階級と有意であり 20 代では

3 割程度の正答率であったが、30 代になると 5 割

弱に上昇していた。これらの知識項目に地域差は

なかった（表 2、表 10）。 
 
HIV 抗体検査および梅毒検査 

HIV 抗体検査の生涯受検歴は男性で 13.4％、女

性で 12.5％であった。受検経験者中その受検場所

は、男性においては保健所や保健センターが最多

であったが、女性は病院・診療所・クリニックが

最も多かった（表 3）。 
梅毒検査の生涯受検歴は男性で 12.3％、女性で

11.3％であった。男性のみ年齢階級と有意であり、
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若年層と比して 30 歳以上の受検率が高かった。

受検場所は、HIV 抗体検査同様に男性は保健所や

保健センター、女性は病院・診療所・クリニック

が最多であった（表 3）。 
 

過去 6 か月間の性行動 
過去 6 か月間のセックス経験率は男性で 77.8％、

女性は 73.8％であった。過去 6 か月間のセックス

の相手の性別は、男性の 93.6％が女性、男性が

3.0％、男女両方が 3.0％であった。女性の 94.4％
の相手は男性であり、女性は 3.4％、男女両方は

1.1％であった。セックスの人数は男性では 1 人

のみが31.5％、2～3人が35.0％、4～9人が 16.3％、

10 人以上が 14.3％であった。女性においても男

性と傾向は同じで 1 人だけが 35.0％、2～3 人が

33.9％、4～9 人が 16.9％、10 人以上が 7.9％で

あった。過去 6 か月間のセックスの人数と年齢階

級に有意な関連は認められなかった。セックスの

相手の種別は、男女ともに傾向は同様であり、恋

人・パートナーや配偶者など特定の相手であった

者は、男性の 60.1％、女性の 59.3％、友達やセフ

レは男性の 48.8％、女性の 49.7％、街やクラブで

ナンパした（された）相手は男性の 12.3％、女性

の 14.7％であった（表 4）。 
 

コンドーム使用状況 
膣性交におけるコンドーム常時使用状況は、男

性全体では 47.6％だが、若年層ほど高率であり、

女性全体では 38.6％と年齢階級による違いはな

かった。大阪と仙台による地域差は男性ではなく、

大阪在住者 48.6％、仙台在住者 44.7％であった。

女性は地域差があり、大阪在住者の常時使用率は

39.8％、仙台在住者は 32.0％であった（表 5、表

13）。 
 

コロナウイルスに関する項目 
男性の 41.4％、女性の 40.4％が「自分自身、新

型コロナウイルスに感染する可能性があると思

う」と答えており、男性は年齢階級と有意であり

30 歳以上の 62.9％にその認識があった。「新型コ

ロナウイルスの流行があるので、知り合ったばか

りの人とのセックスは控えようと思う」に対して

は男性の 33.7％、女性の 49.6％にその認識があっ

た。「新型コロナウイルスの流行があるので、クラ

ブに来る回数が以前より減った」者は男性の

49.4％、女性の 47.5％であった（表 5）。 
 

D．考察 
教育機関など school based sampling による調

査研究の実施ではなく、本研究では都市部繁華街

の若者が集まるクラブでの深夜における研究参

加者募集といったリクルート手法を用いた。いわ

ゆる Venue based (location) sampling だが、これ

によってこれまでのわが国のエイズ予防研究や

性行動調査で得られている対象者と異なる層か

らの回答を獲得できた可能性がある。深夜の繁華

街に集う若者は研究参加を募るうえでも、健康教

育を行ううえでも hard to reach population と言

えるが、調査実施の協力を得られたクラブ店舗が

その拠点になる可能性を示していると言えるだ

ろう。 
大阪では 2017 年よりクラブ調査を実施してい

るが、仙台での実施は今年度初の試みとなった。

しかしながら新型コロナウイルスの流行に際し、

飲食店のみならずライブハウスやクラブの営業

自粛や休店など調査実施に際しては困難が続い

た。大阪では 9 月に実施、仙台では 10 月で実施

したのち、より多くの回答を得るために 12 月に

調査実施を計画していたが県外への移動自粛と

いったことから調査の実施を見送った。協力を得

ている店舗が 1月から 3月まで休業することにな

り、3 月に再度大阪のクラブ店舗で調査実施を行

い、目標回収数の 500 件超に到達した。 
HIV/STI 一般知識は総じて低く基礎的な内容

を含めた予防介入が求められる。その際、クラブ

に来訪する若者の感覚やニーズに応じた情報発

信のあり方を模索したうえで、効果的に行うこと

が望まれる。HIV 抗体検査の生涯受検率は 1 割を

超えた程度であり、MSM の若者と比較すると圧

倒的に低率であった。また、複数人のセックスパ

ートナーを持つ者が全体の約 6 割、コンドーム常

時使用率は概して低く、HIV/STI に関する包括的

な予防介入が必要である。また、コロナ禍に関す

る質問項目を盛り込んだが、男性の 3 割、女性の
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半分が「新型コロナウイルスの流行があるので、

知り合ったばかりの人とのセックスは控えよう

と思う」と認識していた。次年度実施の調査では

新型コロナウイルスの流行が継続している中で

どのように意識や行動が維持あるいは変化して

いくのか、HIV/STI 感染症予防の観点から継続し

てモニタリングする計画である。 
 

E．結論 
都市部繁華街に集う若者の性行動の一端が明

らかになり、HIV/STI の感染リスクを明らかにす

ることが出来た。継続した調査（モニタリング）

を実施することによって、当該集団の特性や行動

をより明確化していくことが重要であると考え

られる。また、そのうえで、検査行動の促進や予

防行動の実践を促す予防介入が急がれる。 
 
F．健康危険情報  

なし 
 
G．研究発表等 

なし 
 
H．知的所有権の出願・登録状況 

なし 
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